
経済理論は社会を“正しく見る”ための「フレームワーク」だ！
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明解

経済理論入門
株式会社あさ出版（代表取締役：佐藤和夫、所在地：東京都豊島区）は、髙橋 洋一著
『明解 経済理論入門』を４月８日（水）に刊行いたします。
現実社会を読み解くうえで、知っておきたい経済理論を具体例を通してわかりやすく解
説した一冊となっています。

経済理論には、

①主にデータ分析によって、現実社会で起こっている現象を「普遍的な法則」として説明する。
②さまざまな手段の打率のいい「根拠」となる。

という、大きく２つの役割があります。

たとえば、先日のアメリカ（と日本）での国債発行と金利引き下げ。
国債発行まではわかるけれど、なぜ金利も引き下げたのでしょうか。

これは「マンデル＝フレミングモデル」に当てはめて考えるとよくわかります。
さらに、月日をもう少しさかのぼり、日本で財政出動と消費増税を同時に行った意味の
なさ（高橋先生いわく“愚策中の愚策！” ）についても解説。
また、中国の経済統計がなぜ信用できないかについても触れています（オークンの法則）。

コロナウイルスが大流行している今、次は「どのようにして経済を立て直ししていくか」が
喫緊の課題となります。

その際、本書で解説している経済理論を知ることで、巷に流れる愚論や暴論にダマされ
ることなく、ロジカルに「日本で、世界で、今、何が起きて、どのような対策をしたのか」＝
「社会を正しく見る」ことができる一助になればと思います。
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経済理論は実生活で役立つ“武器”になる！
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